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情報化社会 と科学教育

一 「文明社会 の 野蛮人 」仮説 を手 が か りに一

小 林 信
一

1．問題の 設定

　本稿の 主題は ， 現代の 情報化社会が科学教育
（1）

に どの よ うに 変容 を迫 っ て い るか

を論ずる こ とで あ る 。

　1980年代以降 ， 科学教育をめ ぐっ て さ まざまな変化が 生 じて きた 。 80年代 後半以降

話題に な っ た 「理工 系学生の 製造業離れ 」や 「受験生の 理 工 系学部離れ」 は ， それ を

象徴す る現象で あ る 。 こ の よ うな科学教育をめ ぐる社会情勢の 変化に つ い て は さま ざ

まな議論が行 われ て きたが，情勢の 変化の 意味 を深 く理 解す るため に は ， さ らに
一

歩

踏み込んで ， こ れを社会の 情報化の 帰結の 1 つ と して捉 え る観点 も必 要で あ る 。 そ の

際，社会 の 情報化 と科学教育をめ ぐる情勢の 変化 とを媒介す る もの と して ， 人 々 の 科

学技術に 対す る意識を考慮に 入れ る必 要が あ る。 筆者の こ れ まで の 分析 に拠れ ば ， 科

学教育 をめ ぐ る情勢の 変化は ， 人 々 の 科学技術 に対す る意識の変化に 根差 して お り，

さ らに 科学技術 に対す る意識の 変化は ， 今 日の 社会の 情報化に よ っ て 引き起 こ され て

い る と考え られ る 。
こ の こ とを 1 つ の 試論 と して 指摘す る こ とが本稿 の 目的で あ る 。

　本稿で は ， 第 1 に 科学教育 をめ ぐ る情勢変化に つ い て ， 海外の 状況 を含め て 概観す

る 。 第 2 に ， オ ル テガ ・イ ・ガセ ッ トの 議論を参考 に筆者が 定式化し た 厂文明社会の

野蛮人」 仮説に つ い て 吟味す る 。 こ の 仮説は ， 科学技術 の 発展が人 々 の 科 学技術 に対

す る意識に どの よ うな影響 を与 え ， さらに 人 々 の 科学教育 に 対す る態度 を どの よ うに

変え る か をモ デ ル 化 した もの で あ る 。
「文明社会 の 野蛮人 」 仮説 は ， 科学技術 の 発展

が ， 科学教育をめ ぐる社会情勢 の 変化 を招 きうる こ とを説明 す る。 第 3 に ， 今 日の 情

文 教 大 学
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報化の 具体的 イ メ ージに つ い て検討 し ， その 特徴を抽出 す る 。 そ して ， 社会の 情報化

が 「文明 社会 の 野蛮人」 仮説 が 前提 とす る条件を成立 させ て い るこ とを指摘す る 。 最

後に ，以 上 の 議論 を ま とめ ， 科学教育の 今後 の課題 を提示す る 。

　情報化 とは何か ， 教育 との か か わ りで 情報化 をど う捉 え るか ， と い っ た問題 に つ い

て の 定見が あ る わけで は な い 。 挑戦的 なテ
ーマ に 大胆 に 取 り組む こ とが 本稿 に課せ ら

れ た使命で あ る と解 し ， 情報化 と科学教育 との 関係 に 関す る試論 を以下 に示 したい
。

2．科学教育をめ ぐる社会情勢の 変化

　我 が 国の 技術者数は 1980年代前半の 5 年間に 倍増 した 。
こ の 増加 ペ ー ス は 理工 系 ブ

ー
ム と呼 ばれ た 60年代 を上 回 っ て い る 。 とくに電気技術者，情報処理技術者で 増加が

顕著で あ り，
い ずれ も 5 年間で 3 倍近 く増加 した （小 林 1990b）。 こ の よ うな研 究開

発 人材の 増加は 80年代半ば の 円高不況で 収ま るか に み え たが ， 景気回復後に 人材需要

が拡大 し，製造業で の 人材不足感 は
一

層強 ま っ た 。 と くに
，

software 　 crisis と い わ

れ る中で
， 情報系人材の 不 足感 が高ま り， 産業構造審議会 （1987）， 文部省 （1988），

経済団体連合会 （1989）が ， 相次 い で 情報技術者の 育成体制 の 強化 を訴 え た 。

　 こ の よ うに技術系人材の 不足が 深刻化するさなか に ， 1987年頃か ら理 工 系学部を卒

業し製造業 へ 就職す る学生 が急減す る とい う 「理工 系学生の 製造業離れ」 現象が発生

した 。 有力大 学で その 傾向が顕著で あ り， また椙当数の 学生が金融業へ 就職 したた め

に ， 社会的 な話題 と な っ た （小林 1991a ）。 「理 工 系学生の 製造業離れ 」 現象 は社会問

題化 し ， 理工 系の 学協会，各種の 団体で も取 り上 げ られ る と こ ろ とな っ た。 非常 に 多

くの 分析が 行 われ たの で ， 関連文献のす べ て を紹 介す るこ とは で きな い が ， 西潟 ・中

西 ・ 平野 （1989）， 元気 の 出 る製造業委員会 （1989，
1990）な どが主要な もの で あ る。

ま た rIDE ・ 現代の 高等教育』 も第308号 （1989 ）に 特集 を組ん だ 。 非常 に 多数の

調査報告等が発 表 され た こ とは ， と りもなお さず ， 関係者の 関心 が 高か っ た こ と， ま

た技術系人 材確保 に 強い 危機感が 持 たれ て い た こ との 証左で あ る 。

　 「理工 系学生 の 製造業離れ」 に 続 い て ， 受験生が理工 系学部を敬遠す る 「受験生 の

理 工系学部離れ 」 現象が注 目され る よ うに な っ た （小林 1990a， 佐藤 ・菊池 ・平野

1990）。 さ らに ， 20代男子の 科学技術活動 に 対す る関心 が 1980年代 に 急激 に 低 下 し ，

5 割方 の 若者が 「科学技術に 関心 が な い 」 と して い る事実 が指 摘 され る よ うに な り

（長浜 ・ 桑原 ・西元 199D ，
「理 工 系学生 の 製造 業離れ 」 以来の

一
連 の 現 象は 「若者

0）科学 技術離れ 」 と呼 ばれ る よ うに な っ た 。

　科学技術や製造業 を敬遠す る傾 向は， は じめ に 大卒者の 就職で 気付 か れ た が ， そ れ
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が 受験生 ， さ らに は若者全般へ と広ま るに つ れ て ， 関係者の 危機感 も強 くな っ た 。 ま

た，関心 の 対象 も， 大学生か ら高校生， 中学生以 下 の 子供 へ と広が っ て い っ た 。

　一方， 「受験生の 理 工 系学部離れ 」 に 関す る議論が 進 む中で ， 高等学校 に お け る物

理履修者の 減少が 話題に な っ た 。 高等学校学習指導要領の 改訂に よ り， 1982年か ら物

理，化学，生物，地 学が選択科 目に な っ た こ と を契機 に ， そ れ まで 高校生の 約85％が

物理 を履修 して い た もの が ， 改訂 後に は半分以下 の 35％ しか 物理 を履修 しな くな っ た

（唐木 1990）。 理工 系の 学協会や理科教育関係者は こ の こ とに危機感を抱 い た （伊藤

・ 近藤 1990 ， 田丸 1991など）。 こ の 現象は ， 学習指導要領の 改訂が直接の 契機で あ

っ たが，初等 ・申等教育の 理 科教育がか え っ て 理科嫌 い を生み 出す と い う見方が 生 じ

る に い た り，
「若者の 科学技術離れ 」 の 問題 と結びつ けて 議論 され る よ うに なっ た 。

　以上 の よ うな科学教育をめ ぐる社会情勢の 変化は関係団体 ， 関係者に 強 い 危機意識

を抱か せ ， 各種 の 提言の 契機 とな っ た 。

　 「理 工 系学生の 製造業離れ」 が 社会問題化 した際 に は ， まず製造業に お け る大卒労

働者の 賃金 水準 の 低 さ，労働条件の 悪さ （い わ ゆ る 3K ）などに 洙 目が 集 ま り， 産業

界 に 対 し改 善を促す提言等 （元 気の 出 る製造業委員会 1989 ， 1990な ど）が 多数 み ら

れ た 。 同時に， 大学工 学教育が産業構造の 変化 に対応 して い ない と い う観点か らの 指

摘 （文部省 1989， 日本工学 ア カ デ ミ
ー 1990 な ど）も見 られ た。 また ， 人材不足 に悩

む地域 ， 業界で は ， 自ら人材育成機関を設置 し よ うとす る動 きもみ られ る
（2）

。

　 しか し ， 若者の 科学技術 に対す る関心 の 低下が 話題 に な っ て か らは ， 初等 ・中等教

育に お け る理 科教育や科学技術 に 関す る啓蒙 ・普及活動の 改善 に よ り， 若者 ひ い て は

国民の 科 学技術 に 対す る関心 を高揚 すべ きで ある旨の 提言が 行われ る よ うに な っ て き

た （経済団体連合会 1991， 1992，科 学技術会議 1992）。

　 こ の よ うに ， 当初は薤業界や 大学 に お け る対策に 関す る議論が 多か っ たの が ， 次第

に 若者全般 の 科 学技術 に 対す る関心 の 高揚 へ と視点が 移 っ て い っ た の で あ る。

　 と こ ろで ， 科学教育 に 対す る危機感や科学技術人材の 不足 に 対す る危機感は ， 我が

国 だ けで な く欧 米諸 国で もみ られ る 。 米 国で は ，

“

ANation 　 at　 Risk
”

（National

C ・mmission ・n 　 Excellence　 in　 ECIucati・n　 1983 ）以来 ， 多 く の 議論が 行わ れ て い る

（Office　 of　 Technology　 Assessment　 1988
，
　 Dertouzos 　 et 　 al．1989 な ど）。 米国に お

け る議 論 の 特色 は ， 産業競争力 と関連づ けて 議論 され る こ とが 多 い こ と， 初等 ・ 中等

教育 に お け る理 数科教育 の 不十分さが指 摘 され る こ とで あ る 。 米国 で は科学教育の 充

実 の た め に チ算を措置す るな ど の 対応が図 られ た 。 ブ ッ シ ュ 大統領 は ， 各州知 事を集

め て 教育 サ ミ ッ トを開催 し た り，昨年 は，子供 た ちの 理 数 料の 能力を 世 界
一．一

に す る こ
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とを 目標 と し た計画
“ America 　 2000 ”

（US 　Department 　 of　Educati・n　 1991） を打 ち

出すな どして い る 。 ま た，OECD の CSTP （科学技術政策委員会）で も， 今後 の 科学

技術人材の 不足が 多 くの 国 に共通す る問題で ある こ とが 認識され ， 中等教育に お け る

数学教育， 科学教育の 重要性が指摘されて い る
（3）

。

3 ．「文明社会の 野蛮人」仮説 による解釈

3．1． 若者の 科学技術離れ現象の 矛盾 とオル テ ガの 議論

　以上 の 科学教育をめ ぐる状況 に は ， 互 い に 矛盾 し， 理解に 苦 しむ面 が あ る。 すなわ

ち ，   1987年に は 円高不況を脱 し ， 景気は 回復 した 。 製造業も好調な時期で あ っ たの

に製造業離れが起 こ っ た 。   1980年代 は企業の 研究開発 意欲が非常 に旺 盛で あ っ たの

に ，それ を担 うべ き人材の 製造業離れ が起 こ っ た 。   理 工 系学生の 製造業離れ は ， 理

工 系学部の 卒業生の 就職 の 好調 さ を意味 して い る に もか か わ らず ， 受験生 は理工 系学

部 を敬遠し た 。   機械 い じ りが好 き， 工 作が 好 き，
パ ソ コ ン 操作が 好 き， 生 き物を飼

うこ とが好 き ， 自然が 好 き等，
い か に も理系 を志 望 しそ うな タ イ プで あ りなが ら， 大

学受験で 文系を志望す る者が多 い 。   身 の 回 りに は ノ ・ イ テ ク製品が盗れ ， 科学技術の

存在感が強 くな っ た時期に もか か わ らず ， 若者は科学技術に 関心 を持…た な くな っ た 。

  若者の 科学技術 に 対す る関心 は低下 したが ，

一
方で は 科学技術が もた らす利便性 に

対す る受容性や 科学技術の進歩に 対す る順応性は高 い 。   若者は科学技術の 成果に 対

す る受容性が 高 い が ，同時に ，
UFO や 占い などの 超 自然的現象に 対す る関心 も強 い

。

　科学教育を め ぐる情 勢 に変化 が生 じた理 由に つ い て は ， さま ざま な議論が あ っ た

が ， 上記の 矛盾点 を説明 し うる もの で は な く，
い ずれ も部分的 な説明 に と どま る とい

わ ざるをえな い
。 さ ら に ， 科学教育をめ ぐる 危機感 は先進各国 に 共通す る側面が あ

り， 文明論的な観点か らの 分析 も必要で ある 。

　そ こ で 筆者は，科 学技術が発 展 して い るに もか か わ らず ， 若者の 科学技術離れが生

じ る こ とを説明す る モ デ ル を提案 した （小林 1991b ， 近刊 ）。 そ こ で 参考 に した の

が ， オ ル テ ガ の 議論で ある 。 まず ， オ ル テ ガ の 議論に つ い て 簡単に 紹介 し よ う。

　オ ル テ ガ （Ortega　 1930）は 「全人 口 中で 自然科学の 純粋な研究に 従 事す る人 間の

占め る比率が ， 世代 を重ね る に つ れ て 高 くな っ て きた 。 最初の 低下 は 今 日 の 20代か ら

30代に か けて の 世代 で 起 きた 。 純粋科学 の 研究室が 今や学生を ひ きつ ける 魅力 を失 い

始 め て い る の だ 」 と い う。 科学 技術文明が 高度 に 発達す る と ， 科 学技術 を志 す 若者 は

か え っ て 減少す る と い う逆説的な事実 を ， オ ル テ ガ は 1920年代末 にすで に 指摘 して い

た の で ある 。 彼 は ， 当時の ヨ
ー

ロ ッ パ で 若者の 科学技術離れ が 発生 して い る こ と を指
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摘 し， さ らに そ う し た現 象が 発生す る メ カ ニ ズ ム に つ い て も論述 して い る （Ortega

1930，　1939）o

　文明社会が高度 に発達 し， 生活 の人 工 的基盤が拡大す る と， そ して ， その よ うな状

態が 安定的に 存在すれ ば ， そ うした世界 に突然現れ た人間に と っ て ， 人工 物 と 自然物

の 区別は つ か ず ， 人工 物 は人間が 努力 と工 夫 を積み重ね て 作 り上 げた もの だ と い うこ

とを認識で きない 状態に い た る。 だか ら， 彼 らは文明 の 果実 を自然の 果実 の よ うに受

け入れ るが ， 科学技術を発展 させ ， 文 明社会を発展 させ る行為に は思 い が及ば な い
。

オ ル テ ガ は こ うした隠喩的表現で 原因を説明 して い る。
オ ル テ ガ の 議論に 準拠 して

，

科学技術の 提供す る ア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 は高 い が 科学技術活動に 対す る関心 が

低 い タ イ プを 「文明社会 の 野蛮人」 と呼ぶ こ とに しよ う。

3．2， 「文明社会の野蛮人」 仮説

　科学技術が 発展す るに もか かわ らず ， 理 科系を志 望す る者や 科学技術者に な ろ うと

す る者が減少す る の は通念 に反する 。 しか し， オ ル テ ガ の 議論 か ら ， 2 つ の 現象の あ

い だ に 科学技術 に 対す る意識を導入 し ， さ ら に 科学技術に対す る意識 を ， 科学技術の

提供す るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 と科学技術活動 に 対す る関心 の 2 つ に分 けて 考え

れ ば ， 若者の 科学技術離れ現象は矛盾 な く説明で きそ うで あ る 。 そ こ で ， 科 学技術と

人 々 の 意識 との 相互関係 を以下の よ うに 定式化 した〔4）
。 す なわ ち ，

　　A ：科学技術の 提供する ア メ ニ テ ィ に 対す る人 々 の 受容性

　　B ：科学技術活動 に 対す る人 々 の 関心

　　C ： 科学教育や科学技術活動 に 対す る人 々 の 参入 意欲 （理 科 系 へ の 進学意欲や 科

　　　 学技術者 に なろ う とい う意欲）

　　D ： 科学技術の 提供す る ア メ ニ テ ィ の 水準

　　E ： 科学技術活動 の 水準

　　λ ：連関の 大 きさ 

とす る と き ，
「若者の 科掌技術離れ」現象が発 生す る条件は ，

条件 1

条件 2

（科学技術 に対す る意識 に関す る条件）

λAB
・＝0 ，

λBC ＞λAC ＞ 0

（科学技術 と 入 々 の 意識 の 相互関係に 関す る条件）

λED ＞ 0 ，　 ADA＞ O ，　 ADB〈 0
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条件 1 ， 2 に示 され て い る要素間の 関係 を図解 した もの が図 1で ある 。

科

ス テ ム

図 1　 「
文明社 会 の 野 蛮人 」 仮 説 の 図解

　条件 1 の 意味 は ， 「科学技術 の 提供す るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 と科学技術活動

に 対す る関心 は独立 （別の もの ）で あ り， 科学技術活動 に対す る参入意欲 を向上 させ

る効果 は後者 の 方が大 きい 」 とい う こ とで あ る 。 条件 1 が成 り立 つ こ とが ， 「若者の

科 学技術離れ」 現象が 現れ る必 要条件に な る 。

　科学技術 の 提供す るア メ ニ テ ィ に対する受容性 と科学技術活動 に 対す る関心 が独 立

で あ る こ と か ら ， 人 々 の 意識 に は ， ｛A （＋ ），
B（＋ ）｝， ｛A （＋ ），

B （一）｝， ｛A （一），
B

（＋ ）｝，｛A （一），B （一）｝の 4 タ イ プ が存在す る こ と に なる 。 文 明社会の 野蛮人 とは ，

科 学技 術の 提供す るア メ ニ テ 4 に 対す る受容性 が正 で ，科学技術活動 に対す る関心 が

負，す なわ ち ｛A （＋ ），B （一）｝の タ イ プの 意識を持つ 者の こ と で あ る
（6）

。

　 「文明社会の 野蛮人」 の 科学 技術の 提供 す るア メ ニ テ ィ に対す る受容性 は ， 科学教

育 に対す る参入 意欲の 向上 に 正 の 効果を有す るが ， 彼 らの 科学技術活動 に 対す る関心

の 低 さ は科学教育に 対す る参入意欲に 負の 効果 を持 つ
。 しか も後者の 負の 効果の 絶対

値 は ， 前者の 正 の 効果を E回 る 。
つ ま り，

一λBC ＋ λAC ＜ 0 で あ る 。 そ の た め 文 明社会

の 野蛮人 と い うタ イ プ その もの の 科学技術活動 に 参入 す る意欲 に対す る効果は ， 合わ

せ て 負 とな り，彼ら の 科学教育 へ の 参入意欲は 平均 よ りも低 くな る 。 したが っ て ， 彼

ら の 存在は全体の 科学技術活動 に 参入す る意欲 を押 し下 げる効果 を持 つ 。

　人 々 の 科学技術に 対す る意識 に 関する条件 1 の 成 立 と同時 に ， 条件 2 が 成 り立 つ と
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き， す なわ ち 「科学技術の提供す るア メ ニ テ ィ の 向上 が ， 人 々 の そ れ に 対す る受容性

の 向上 を もた ら し ， か つ 科学技術活動 に対す る関心 を低 下 させ る」 状況 が 存在 す れ

ば，科学技術の 発展 ， お よび それ が提供す るア メ ニ テ ィ の 向上 は ， 必然的に 「文明社

会の野蛮人」 を増加 させ ， ひい て は 「若者の 科学技術離れ」 を招 くこ とに な る 。

　 なお ， 条件 1 に 関 して は概ね 成立 す る こ とが 確 認 され て い る （小林 1991b， 近

刊）。 条件 2 に つ い て は ， 科学技術活動が 進展 し，
ハ イ テ ク商品 が 身の 回 りに 溢れ た

1980年代 に 若者の 科学技術活動 に 対す る関心 の 低下が み られ た と い う事実 に よ っ て 容

易に 承認で きよ う（7）
。 したが っ て ， 昨今の 状況下で は条件 ユ， 2 が と もに 成立す る 。

す なわ ち ，
「文明 社会 の 野蛮人 」 仮説は成立す る 。 したが っ て ，

「若 者の 科学技術離

れ 」 は ， 科学技術 と若者の 科学技術に 対す る意識 との 相互関係， な らび に 若者の 科学

技術に 対す る意識の 構造が ， 必 然的に 招 い た現象で あ る 。

4 ．情報化 と文明社会の 野蛮人

4．1． 残 された問題

　 しか しまだ， 「文明 社会 の 野蛮人」仮 説に は問題が 残され て い る 。   科学技 術 に対

す る態度 ・ 意識が ， 科学技術の 提供す るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 と科学技術活動 に

対す る関心 に 分離す る， その ときに   科学技術の ア メ ニ テ ィ の 向上 が 科学技術活動 に

対す る関心 に 結び つ か な い
， の 2 要件 が現状で 成立 して い る こ とは 前述の とお り確か

で ある 。 しか し，
こ の 2」要件 の 内容 は必 ずし も常識的な もの で はな い 。 したが っ て ，

なぜ こ の 2 要件が 今日成立 して い るの か を説明する必要が あ る 。

　オ ル テ ガが 対象 と した時代， 19世紀後半以 降の数 卜年 は， さま ざまな工 業技術が登

場 し ， 産業 は大 い に 興隆 した 。 電力，化学， 自動車，電話 などは ， み な こ の 時代 に社

会に 浸透 して い っ た技術で ある 。 大恐慌前の 半世紀は ， 資本主義 の
一

番華や か な時代

だ っ た と言 っ て も過言で は な い だ ろ う。 科学技術 に と っ て も， 創意工 夫が 産業化 を通

じて 速や か に 社会的影響力を持て た幸福 な時代 だ っ た 。 こ うした物質的豊か さが実現

した時代 に 生 まれ た若者が ， 文明 の 果実 を享受す る
一

方で ， それ が当 た り前で あ るた

め に ，か え っ て 文 明社会 を成立 させ て い る人間の 行為に思 い が 及ば な くな る と い うオ

ル テ ガ の 解釈 は ，     に 対す る説明 の 1つ で あ る 。

　 しか し， こ れ は 百年 ほ ど前 の 話 で あ り， 単 に 豊 か に な っ た か ら ， 便利 に な っ た か

ら， と い う議論 に と どま る 。 確 か に 現代の 日本 も急激に豊 か に な っ た の で ， 変化の 履

歴 を記憶 し て い る大人 と それ を知 らな い 若者の あ い だ に は断絶が あ り，オ ル テ ガ の 議

論が 妥
哂1
け る面 も少な くない

。 しか し，オ ル テ ガ の 時代 と は 本質的 に 異な る状況 も存
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在 し て い る 。 それ が情報化で あ る 。 情報化に は     の 条件を成立 させ る積極的 な理由

が ある と思 われ る 。 以下で は ， 今 日 の 科学技術の あ り方や社会状況 に つ い て 検討 し ，

情報化が い か に して     の 条件 を成立 させ るか を検討す る 。

4 ．2． 情報化の 様相

　か つ て情報化社会 とい うと， 大型 コ ン ピ ュ
ータを中心 とす る中央集権的な管理社会

の イ メー ジが強調 され る こ とが多か っ たが ， 1980年代以降の LSI
，

マ イ ク ロ コ ン ピ

ュ
ータ の 普及 とそれを用い た製品 ， 技術の 普及は情報化社会の 意味をか な り異な っ た

もの に して い る （粉川 1985，佐和 1987）。 そ こ で ， まず我 々 が 直面 して い る社会 の

変化 とは どの よ うな もの なの か を ，
こ れ まで の 議論 と関連す る事項を中心 に ， 例 示的

に 検討 して み る。

（1） 科学技術の変容

　高温超伝導や常温核融合は ， 実用化や真偽 は と もか く， 従来の 科学的常識 を越 えた

現象 と して 社会的に も話題 に な っ た 。 超格子構造 ， ナ ノ テ ク ノ ロ ジーな どの 分子 ， 原

子 レ ベ ル で の 物質の 操作や 設計 も，従来の 物質観に 変更を要求 して い る 。 遺伝子 工

学，遺伝子治療 な どは従来の生命観を揺 るがす もの で あ り， 生命倫理 とい う新た な問

題が発生 して い る 。 また宇宙の起源に 関す る議論 は ， 我 々 の 日常感覚 を越 えて い る 。

　 こ の よ うに近年我 々 が触れ る科学技術に 関す る話題は ， 従来の 常識を打 ち破 り， 日

常的現実 とは ま っ た く異 な る現実 が存在す る事実 を認識させ る もの と なっ て い る 。

（2） 製品技衛の 変容

　 マ イ ク ロ ・ エ レ ク トロ ニ ク ス （ME ）化 ， メ カ ト ロ ニ ク ス 化が あ らゆ る生産技術，

製品技術分野に 浸透 し て い っ た 。 こ の 変化は ， 機械的制御が 論理制御 に置 き換 え られ

て い っ た こ とを意味す る 。 開発者 はデ ィ ス プ レ イ に 向か っ て モ ノ 作 りを し ， 使用者 は

液晶パ ネル に働 きか け る 。 こ こ で は ， 開発者の リア リテ ィ も使用者の リア リ テ ィ も ，

ブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス 化 され た機械に あ る の で は な く， 論理の 世界に 存在す る
（8）

。

　 こ の よ うな状況 を さらに推 し進 め て い っ た と こ ろ に ，仮想現実感 あ るい は人工 現実

感 と呼 ばれ る技術が 存在す る 。 さらに は ， 現実 に は見 る こ とがで きな い 状況 を モ デ ル

化 し て 見せ る こ と も行われ て い る 。 最近で は ，
こ の よ うな リア リテ ィ を ハ イ パ ー リア

リテ ィ と呼ぶ よ うに な っ た 。 今 日で は， 日常 生活 の 多 くの 場面 に ノ ・ イ パ ー
リア リテ ィ

が 浸透 して い る 。

（3｝ メ ディ ア ・テ ク ノ ロ ジ ーの 変容

　電子技 術 の 発展 に よ り， メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジー も著 し く発展 し た 。 携帯電話 ，
コ
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一 ドレ ス 電 話， フ ァ ク シ ミ リの 普及は パ ー ソナ ル ・コ ミ ュ
ニ ケー シ ョ ン の 自由度 を高

め た 。
パ ソ コ ン や ワ

ー プ ロ の普及は ，

一般市民の情報発信能力を高め た 。 ま た， テ レ

ビや ビデオ の リモ コ ン もメ ディ ア の 操作を変え た 。 魔法の ス テ ッ キ を操 る主人公 が 登

場す るテ レ ビ番組を， リモ コ ン で 操作す る幼児 の 認識は ど うな っ て い るの だ ろ うか 。

　社会主義体制の 崩壊 に際 して は ，
フ ァ ク シ ミ リ， 家庭用 コ ピー

機や家庭用印刷機 ，

国外の テ レ ビ ・ラ ジ オ 局 か らの 放送 の 果 た した役割が 大 きか っ た と い われ た 。 テ レ

ビ
， ラ ジオ は西側諸国か らの 情報を もた ら し ， 目の 前の 現実 とは 別の 現実が ある こ と

を人 々 に知 らせ しめ た 。 フ ァ ク シ ミ リや コ ピー機 は ， 草の 根 の 情報流通 を可能 に し，

中央 集権的 な情報管理 が無力で あ るこ とを実 証し たの で あ る 。

（4｝ メ ディ ア 空間の 変容

　通信の 自由化 に伴 い 普及 し始め たパ ソ コ ン 通信 は ， 現在で は利用者が百万入に 上 る

とも言われて い る。
パ ソ コ ン 通信は ， 情報入手の 自在性 を有す る上 に ， 誰 もが情報発

信者 に なれ る と い う極度に 分散的なメ ディ ア とな っ て い る。

　 パ ソ コ ン 通信 は ， 新た なメ ディ ア空間 を形成 して い る 。 全世界を結ん だ ネ ッ トワ
ー

クの 中で ，実に さま ざまな人間が会話を して い る 。 そ こ に は部屋 もあれ ば ， 喫茶店 も

あ る し ， 買物 もで きる 。
パ ソ コ ン 通信に 関わ ら な い 人 間に は 存在 して い る こ とす ら思

い もよ らな い が ， そ こ に は 明 らか に リア ル な空間が ある 。 こ の よ うな コ ン ピ ュ
ータ ・

ネ ッ トワ
ー

ク上 に形成 され る空間をサ イバ ー ・ス ペ ー
ス と呼ぶ こ とが ある。

　 こ うした ネ ッ トワ ー ク の 中の 世界を突 き詰め れ ば ， HABITAT に い た る 。 こ れ は ，

多数の 参加者が ネ ッ ト ワ ー ク上 で 進め るマ ル チ プ レ
ー

ヤ
ー ・ ネ ッ トワ

ー ク ・ ゲーム の

1 つ で あ るが， ネ ッ トワ
ー

ク上 で は ゲーム と リア リテ 4 に 厳密な区別を つ け る こ とは

困難で あ る。 ゲ ーム と現実 とが 互 い に流動化す る こ とは何 もパ ソ コ ン 通信の 世界に限

る こ とで は ない
。 デ ィ ス プ レ イ の 前 に 座 っ て マ ネーゲ ー ム をす る こ と と ，

SIMCITY

で 都市経営を シ ミ ュ レ ー トす る こ と に どれ ほ どの 違い が あるの だ ろ うか 。

（5） 表現領域 ・ ソ フ ト領域にお ける変容

　 科学技術の 発展や メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジー
の 発達 は ， 文学 ， 芸術 などの 表現領域そ

の もの に も影響 を与 えて い る 。 各種の ノ ・ イ テ ク 芸術や SF などの 領域 を中心 とす るサ

イ バ ー ・パ ン クの 運動 は ， 表現の 手段や対象に 科学技術の 発展や メデ ィ ア ・ テ ク ノ ロ

ジ ー
の 発達 を直接取 り込ん だ もの で あ る 。

　 さらに メ デ ィ ア を通 じて 流通す る ソ フ トの 領域で もメ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジ ーを駆使

した作 品が 急増 して い る Q コ マ ー シ ャ ル や映画 に SFX や CG は つ き もの に な っ た 。

ポ ピ ュ ラー音楽の 9割方は 電子楽器 を利用 して い る と い われ る 。
コ ン ピ ュ

ー タ に 裏付
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け られ たサ ン プ リン グ ・ テ クニ ッ ク は， 単 に電子的に 曲 を作 る とい うだ けで は な く，

ま っ た く新 し い 表現 を可能 に して い る。 また，
コ ン ピ ュ

ータ音楽 は ， 誰 もが ミ ュ
ー ジ

シ ャ ン に なれ る時代 を もた ら した。 そ の 典型が ハ ウ ス ・ ミ ュ
ー ジ ッ ク で ある 。

4．3． 情報化の 特質と科学技術 に対す る意識の 変容

　以上 の よ うな情報化の事例を検証すれ ば， 今 日 の 情報化の 意味はお の ず と明 らか に

な る 。 こ こ で は ， （1）リア リテ ィ の ゆ らぎ，〔2肢 術の 縮小 と技術の メ デ ィ ア化 ， の 2 点

に 整理 しよ う。

（1） リア リテ ィ の ゆ らぎ

　論理制御や仮想現実感 は ハ イ パ ー
リア リテ ィ を生活の 中に 持 ち込ん だ 。 メ デ ィ ア ・

テ ク ノ ロ ジ ーは新た な メデ 1 ア空間 を作 り出 し，我 々 の リア リテ ィ 感覚を変容させ

た 。 今や類似体験 と実体験 の 区別 は無意味 に な りつ つ あ る （稲増 1991）。 経済活動や

生産活動 も， さらに は ゲーム もデ ィ ス プ レ イの 中で の シ ン ボ ル 操作 に なっ て い る 。

　 また ， リア リテ ィ の 根拠 を与 えて い たはずの 科学技術が ， リア リテ ィ を解体 し ， 場

合 に よ っ て は新 し い リア リテ ィ を作 り出 し て い る 。
「高度 に進 歩 した科学技術 は ， 魔

術 と区別が つ か な くな る」 とア ーサー ・ C ・ ク ラー クが言 っ た とい う （梶塚 1992）。

宗教ブーム
， 占い ブーム

， 心理 ゲ ーム の流行 ， 宇宙論 ブーム な どの 社会現象 は情報化

社会の 象徴 だ と解すべ きで あ る。

　 こ うした リア リテ ィ の ゆ らぎに よ っ て ， 科学技術活動 と ， 宗教 ， 占 い な ど種 々 の 起

源 を持つ 他 の 事柄 とが ， 同列 に 認識 され る状況が もた らされ ， 従来の 科学技術の 優越

性 は失 われ る だろ う。 こ の よ うな状況で は，科 学技術が提供 して い るはずの ア メ ニ テ

ィ が向上 す る中で ， 科学技術活動 に対す る関心 が 低下 して もなん ら不思議で は ない
。

か くして ， 情報化の 進展 に俳 い
， 科学技術活動の 水準 とそ れ が 提供す る ア メ ニ テ ィ の

水準の 結 びつ きは ， 意識の 上 で 弱 くな っ て い く。

（2） 技術の 縮小 と技術の メ ディ ア 化

　ME 化 は半導体素子の 集積度の 向上 と結 びつ い て 製品 の 小型化 を可能に した 。 制御

機構は 論理化 して ， 半導体チ ッ プに と じ込 め られ ， ブ ラ ッ ク ポ ッ ク ス とな っ た 。 ウ ォ

ー
ク マ ン な どに 代表 され る機械 の 小型 化は，物質的 な次元 で の 技術 の 縮小 の 例で あ

る 。 自動 車は故障が少 な くな り， 10年 くら い の 使用期 間 だ と使 用 者が全 くエ ン ジ ン ル

ーム を開けな い こ と も珍 し くな い と い う。 技術 そ の もの に触れ る機会が 少 な くな っ て

い る。

　類似 の 例は メ デ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジーに も見 られ る。 例 え ば ， 気象衛星 ， 放送衛星 が
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発 信 （経由）す る情報の 存在感は大 きい が ， 生活者 に と っ て ， 衛星 とい う物質的存在

の 意味はほ とん どない 。 認識の 次元に お い て も技術の 物質的存在感は縮小 して い る。

　 こ れ まで ， 技術はそれ 自体 が メ ッ セ ージで あ っ た 。 技術 と して の 存在感 が あ り， 生

活者は技術の 存在 を意識せ ざるをえ なか っ た。 しか し， い まや技術は メ デ ィ ア と なっ

た 。 技術 の 物質的存在そ の もの は ， 生活者の メ ッ セ ー ジ を媒介す る メ デ ィ ア に 過 ぎな

い
。 技術 は， メ ッ セ ージ と して の 技術か らメデ ィ ア として の 技術 へ と変貌を遂げた 。

　 コ ン ピ ュ
ー

タや通信機器 な どの メデ ィ ア ・テ ク ノ ロ ジー
はその 典型で ある 。 メ デ ィ

ア ・ テ ク ノ ロ ジ ー
は ， あらゆ る人 々 が 自 ら表現 し ， 自ら情報 を発信 す る手段で あ る 。

こ うして ， か つ て の 情報化社会論で み られ た コ ン ピ ュ
ー タ支配幻想は 崩壊 し ， 分散型

の メデ 4 ア ・テ ク ノ ロ ジー と メデ ィ ア空間が 登場 したの で あ る 。

　 こ の よ うな変化 は ， 技術を使 う人間 を技術か ら解放す る。 人 々 は技術 を通 じて 自己

表現す るが ， これ は か つ て 技術の 指示 に 従 っ て 機械を利用 して い たの とは大 い に 異 な

る 。
パ ソ コ ン 通信は ， ま さに そ の よ うな世界で あ る 。 技術者か らみ れ ば ，

パ ソ コ ン 通

信 は ， 開発者の 意図 とは無関係に 動 い て い る無政府的な世界に み え る に 違い な い 。

　生 活者は科学技術 の 成果を受け入れ るが ， それ を使 い こ なす上で ，作 る人間の 努力

と工 夫を意識す る契機 もその 必 要性 もほ とん どな い 。 したが っ て ， 科学技術の 提供す

るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性は ， 科学技術活動に 対す る関心 か ら分離す る 。 つ ま り，

こ の 二 者は，情報化 に よ っ て は じめ て ， 真に 独 立 の 意識 と なっ たの で あ る 。 生 まれ落

ちた と きか ら文 明の 果実 に 囲まれ て い た現代の 若者が ， 文明の 果実を 自然 の 果実の よ

うに 受 け入 れ るが ， 科学技術 を発 展 させ，文明社会 を発展 させ る行為に は思 い が 及ぱ

な くなるの は ， こ の よ うに情報化に よ っ て 技術が 縮小 し， 技術が メデ ィ ア 化 したか ら

で ある 。

　か く して 情報化 の 進 展に 伴 い
， 科学技術 の 成果を受容す る こ と と， 科学技術活動に

対 して 関心 を持つ こ と との 結 びつ きが 弱体化 して ， 互 い に独立な もの に な っ たの で あ

る 。 し か も， 科学技術の 成果物 を使 い こ な し ， 自己表現 して い く上 で ， 科学技術活動

に対す る知識や関心 は ます ます不要に な っ て い くの で ある 。

5 ．結論 と課題

　1980年以 降の 社会の 情報化 は，科 学技 術 ， 製品技術 ， メデ ィ ア ・ テ ク ノ ロ ジ ー
， メ

デ ィ ア空間 ， 表現 ・ソ フ トの 各領域 で の 変容 と い う形で 現れ た 。 こ うし た情報化 は ，

リア リテ ィ の ゆ ら ぎ， 技術 の 縮 小 ・ 技術の メデ ィ ア 化 を もた ら した 。

　そ の 結果，人 々 の 科学技術 に対す る態度 ・ 意識が，科学技術の 提供す るア メ ニ テ ィ
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に 対す る受容性 と科学技術活動 に対す る関心 に 分離 し， 科学技術の 提供す るア メ ニ テ

ィ の 向上 が 科学技術活動 に 対す る関心 の 高揚 に 必ず し も結 び つ か な くな っ たの で あ

る 。

　こ の ため ， 科学技術の 提供す るア メ ニ テ ィ に対す る受容性は 高い が ， 科学技術活動

に 対す る関心 は低 い 「文明社会 の 野蛮人」 が 増加 した。 高校生の 科学技術意識 に 関す

る調査 を筆者が分析 した とこ ろで は ， 調査対象者の うち約 14％が明確な 「文 明社会の

野蛮人」 的傾向を有す る と推定 され た 。

　科学技術 の 提供す るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 は ， 科学教育 に対す る参入意欲の 向

L に正の 効果 を有す るが ，
「文明社会 の 野蛮人」 の 科学技術 活動 に対す る関心 の 低 さ

は ， それ以上 に 科学教育に対す る参入意欲 を低下 させ る。 その ため ，
「文明社会 の 野

蛮人 」の 増加 は ， 科学技術教育に 対す る参入意欲を全体 と して 低 下 させ る こ と に な

る 。
こ れ は ， 科学技術の進歩の ，逆説的だが ， 必然的 な帰結 なの で あ る 。

　以上 が 本稿の 提示す る試論の 結論で あ る 。 最後 に本試論の 含意 を， 科学教育の 課題

として 3点指摘す る。

1） 若者の 科学教育 へ の 参入意欲を向上 させ る装置は あ るの か 。

　科学教育 の 外部に あ っ て ， 従来 は科学教育 へ の 参入意欲 を高め る装置で あ っ た と考

え られ た もの が ， 今 日で は必ず しも効力 を持た な くな っ て きて い る 。

　第 1 に，科学技術の 発 展 は もは や科学教育 へ の 参入意欲 を促進す るため の 装置で は

ない
。 第 2 に ， 筆者の 分析で は ， 工 作が 好き， 自然が 好 き とい っ た嗜好 を有す るか ら

とい っ て ， 大学受験で 理系を志望す る と は限 らな い こ とが 明 らか に な っ て い る。 した

が っ て ， 子供 た ちの 性向に 期待す る こ と も危 うい
。 した が っ て ， も し科学教育の 外部

に 科学教育 へ の 参入意欲 を高め る装置 の 存在 を期待す る ならぱ ， 従来 とは 異 なる仕掛

けを構想す る必要が ある 。

2） 科学教育の 魅力を向上させる に は どうしたらよ い か 。

　 しか し ， も し科学教育の 外側 に科学教育へ の 参入意欲 を高め る装置 が見 つ か らな い

とすれ ば ， あ る い は 見 つ か っ た と し て も ， 科学教育その もの の 魅力 を高め る努力が必

要で あ る 。 こ の 意味で は ， 1992年度 か ら実施 され た小学校生活科 ， 1994年度 か らの 高

等学校の 理 科 関係科 目の 改訂が， どの よ うな影響 を及 ぼす か を注 意深 く見届 け る必要

が あ ろ う。 しば しば話題に な る体験主義的な理科 教育は ， 科 学技 術活動 に 対す る関心

を高め る可能性 を持 つ
一

方で ，科学技術の 提供す るア メ ニ テ ィ に 対す る受容性 を低下

させ る可能性が あ る。 したが っ て ，教育課程 の 改訂 が真に 科 学教育へ の 参入意欲 を高
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め る か ， 疑問の 余地が 残る 。

3） 科学嫌い な教師の増加は科学教育に どの よ うな影響を与え るか。

　高校に お け る物理履修者の減少 に 関す る議論の 中で は ， 物理学 を学ん だ こ との ない

教員が増え る こ とが 危惧 され て い る 。 米国の
“
ANation 　 at　 R 量sk

”

で も同 じこ とが

問題 とされ た 。 筆者らの 分析 （小林 ・ 遠藤 ・ 佐藤 ・ 平野 近刊 ）で も， 教 育学部進学

希望者 は概 して理数科に 苦手意識を持 っ て い る こ とが判明 して い る 。 現状の ま ま推移

すれ ば ， 十分な科学教育を受 けて い な い 教師が ， 小学校 な どで 増 え る こ とは確実で あ

ろ う。 こ の こ とは， 将来の 科学教育に どの よ うな影響を与 え るの だ ろ うか 。 さら に ，

米鬨 の 例 に 倣 え ば ， 科学教師の 不足に よ っ て 我が 国産業の 国際競争力が 低 ドす る の で

は な い か と い っ た問題 を検討す る必要 も生 じて こ よ う。

　科学教育 の 中身 に 立 ち入 る こ とは，本稿の 目的で は な い し，筆者の 能力 を越 え る 。

すで に科学教育をめ ぐる危機 へ の 対応が 始ま っ て い る こ とだ けを指摘 して お く
（9）

。

付記　4 章の 議論は ， 文部省科学研究費重点領域研究 「高度情報化 に伴 う社会 シ ス

　テ ム と人 間行動の 変容 に 関す る研究」 5 群 3 班 「情報化と芸術 ・ 都市」 に お ける

　分担研究 の
一

環 と して 検討 され た もの で あ る。

〈注〉

｛1） 本稿で は ， 科学教育を初等 ・ 中等教育 にお ける理科教育 ， 高等教育 に お ける理科

　系学部 ・大学院教育を包含す る もの と して 扱 う。

（2｝ 建設業界で は 1991年 1 月｝（ ， 建設産業の 人材育成 と海外建設研修生 の 受 け入れ を

　 目的 と した 財団法入建設産業教育セ ン タ
ー

が 発足 した 。 ア パ レ ル 業界で は ， 1992年

　 2 月に 財団法人 フ ァ ッ シ ョ ン 産 業人材育成機購を設立 し ，
フ ァ ッ シ ョ ン 関係 の ビ ジ

　ネ ス ス クー ル 開校を目指 して い る 。

（3） こ の こ とは 1992年 3 月 に 開催され た第 8 回 OECD 科学技術大 臣会合で も議論 さ

　 れ た 。

（4） 定式化 に い た る経緯 に つ い て は小林 （1991b， 近刊 ）に 示 し た 。 な お ， オ ル テ

　 ガ と類似 の 着想 が， Weber （1920） や L6vi −Strauss（1962） に も見 い 出せ る こ と を

　 付 け加 えて お く。

  　そ れ ぞれ 2 カ テ ゴ リーか らな る項目群 の 対数線形 モ デ ル を念頭 に 置 い て い る 。

（6）　 ｛A （＋ ），B（＋ ）｝ を 「文明人 」， ｛A （
一

），
B （＋ ）｝を 「改良主義者」，　 ｛A （

一
），
B
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　（一）｝を 「高貴な る野蛮人 」 と命名 した 。

〔7） なお ， λD ・ 〈 0 は常 に成 り立 つ 必 要は な い 。 こ の 条件 が常 に 成 り立 つ と科学技術

　の 発展 その もの が あ りえな い こ とに な る 。 科学 技術 の ア メ ニ テ ィ
ー

が
一定水準を越

　え る と ， λ・・h；負に なる と い う関係 を想定す る方が現実的で あ る 。

（8） 筆者が一部の メー カ で 調べ た と こ ろで は ， 現在で は技術者の 4 分の 1 な い し 2 分

　の 1 が何 らか の形 の ソ フ ト開発 に 携わ っ て い る と推測 され る 。 もはや技術の 対象の

　か な りの 部分が物質的存在で は な くな っ て い る 。

（9） 日本機械学会で は ， 学生会員向 け機関誌 rメカ ラ イ フ 』 を発行 した り， 機関誌 の

　付録 として 漫画記事 を連載す るな どの 工 夫 を して い る。 日本物理教育学会 は市民向

　けの 講習会 を実施 して い る。 日本化学会は 従来か ら市民向けの 化学大博覧会 を実施

　 して い る。 日本化学工 業連合会は r21世紀は化学の 時代
一高校生の た め の 化学 が好

　 きに なる本』 を作成 して い る 。 また， STS （Science，　 Technology　 and 　 S  iety）

　 とい う科学教育運動が我 が 国に も導入 され つ つ あ る。
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